






日華化学の海外子会社としては2番目に長い、40年の歴史を持つニッカコリア。韓国内において、
化学品事業で拡大する撥水剤・撥油剤といった撥剤市場に挑みながら、一方で化粧品事業に
も力を入れており、業績を大きく伸ばしています。今回、ニッカコリアを率いる社長の金 敬栽が、
その技術力や日華化学グループにかける思いについて語ります。

マルチナショナルカンパニーへの道

撥剤需要拡大に向け、
生産量を2倍に拡大へ

国ごとの市場性に対応しつつ
化学品・化粧品の2本柱を築く
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NICCA KOREA CO,.LTD
代表理事社長  金 敬栽（キム キョンジェ）

長い歴史で培った技術力

　当社は1971年に設立され、現在本社を
ソウル、研究・生産を行う工場を韓国第3の
都市と言われる大邱（テグ）に置き、韓国の
市場ニーズに合わせて、製品の開発を行っ
ています。生産能力は年間約20,000tを誇
り、主力である繊維関連の薬剤が売上の8
割を占めます。
　技術開発においては、約20年前から国
営の韓国化学研究院との共同開発を進
め、高度な技術を持つまでになりました。グ
ループ内でも最先端かつトップレベルの技
術力を持つ拠点だと自負しています。

　
韓国撥剤市場、シェアNo.1へ

　「撥剤」は当社の売上5割を占める柱で、
ライバルの大手海外メーカーにもひけをとら
ない品質を誇っています。
　撥剤市場への参入以来、着実にシェア
を拡大し、年間3,000tといわれる韓国撥剤
市場において1/3の約1,000tを当社が占め
ています。今後の需要拡大とともに、今年
度中にはさらに1,400tに拡大させ、シェア
No.1をねらいます。

生産体制を拡大、環境対応も進行

　今年8月、新規設備を導入、現在、生産

体制の拡大を図っております。来年には人
員増強も計画し、約2倍の年2,800tの生産
量を見込んでいます。
　また、環境への対応も進めています。今
課題となっているフッ素系撥水撥油剤に含
まれるPFOA※という物質の撤廃。これは人
体や環境への影響の報告はないものの、
大手各社がその撤廃を掲げており、当社も
PFOAが発生しない製品の開発・製造を
推し進めていき、2012年末までに撤廃を完
了させる予定です。
　撥剤に加えて、繊維を濃い色に染める
「濃色化剤」でも高いシェアを誇ります。これ
はアバヤ（アラビア半島の民族衣装）、礼
服等に使用されています。すべての製品で
高品質・リーズナブル・最適なデリバリー、こ
の3つすべてを実現し、国内企業から大き
なご支持をいただくまでになりました。
　
※PFOA… Perfluorooctanoic acidの略で、ヒトへの健康
被害に関連性を結論づけた報告や法規制はないものの、
ヒトへの蓄積性が懸念されている物質 

市場ニーズに合った開発を

　私が常に考えているのが、“ただの海外
子会社”にならないこと。日本本社からの指
導のみで動くのではなく、その国の市場性
に合わせて技術開発・営業展開を行って
いくことです。現在、韓国系企業を中心に、
世界13カ国へ製品を輸出していますが、こ

れも韓国市場に合わせた展開が功を奏し
た結果でしょう。
　そしてこれこそが「真のマルチナショナル
カンパニー」だと思っています。その国の経
済環境の変化に柔軟に対応し、顧客の要
望にお応えする。基本的なこととはいえ、社
員が自ら考え開発した技術だからこそ、モ
チベーションも高まり、仕事にプライドを持て
ます。種をまいたのは日本人ですが、それを
育てるのは我々現地の人間、これこそがあ
るべき姿です。

化粧品事業、急成長

　韓国は美容大国といわれるように、化粧
品市場が高成長を続ける中、デミ コスメ
ティクスが非常に好調。売上はここ数年で
急成長しました。2002年から大邱工場で一
部製品の製造をスタートさせており、韓国に
合わせた高品質な製品ラインナップを用意
してきました。今後さらなる発展が期待され
る韓国の美容業界に対応、需要拡大をね
らっていきます。
　このように日本と同じく化学品・化粧品の
2本柱ができつつあり、2016ビジョンに向け
て突っ走っていきたい。そのために必要な
のが「選択と集中」で、得意な撥剤技術に
さらに注力しながら、新たな製品や技術開
発にも挑んでいきます。ご期待ください。

NICCA KOREA CO,.LTD
所在地　本社・事務所（ソウル特別市）
　　　　工場　（大邱市）
　　　　営業所　（京畿道始興市）
従業員　75名（2011年9月末現在）
大邱工場面積　16,681㎡

今年8月に生産能力を増強した工場内

生産・研究拠点の大邱工場の全景

創立40周年 国内撥水撥油剤シェアNo.1へ

日華化学グループ内で優れた業績を残した社員・グループ
等に送られる「飛躍賞」を今年9月受賞したニッカコリアの
研究開発チーム

取締役会長  江守幹男（えもり みきお）

創立70周年を迎えて

Nicca Challenge 2011

「大家族主義」を貫き、
技術力に磨きをかけ世界へ。
社長・会長として、日華化学を世界的な企業に育て上げるために大きな功績を果た
してきた江守幹男。70周年を迎えたいま、日華化学の「これまで」をふり返り、「こ
れから」にかける思いについて聞きました。

日華化学70年のあゆみ 成長の背景には、さまざまなターニングポイントで新分野・海外に進出し続けてきたチャレンジングな精神
があります。当社の挑戦の歴史を、ここにご紹介いたします。

1941 ● 日華化学工業を設立
1958 ● クリーニング分野に進出
1964 ● 金属工業分野に進出
1965 ● 紙パルプ分野に進出
1970 ● 関東工場（千葉県）を設立
1982 ● 毛髪化粧品分野に進出・デミ化粧品製造所完成
1985 ● 鯖江工場（福井県）完成
1995 ● 山田製薬(茨城県)を買収・子会社化
2010 ● イーラル（東京都）を設立

 ● 鹿島工場（茨城県）完成

業界最速の海外進出
　本年、日華化学は創立70周年を迎えまし
た。これも株主様、お客様、社員の支えの
おかげと感謝申し上げます。
　当社は現在、7カ国・地域に10拠点を構
えるまでになりました。最も歴史ある台湾日
華化学工業股份有限公司の設立は1968
年。日本商社の長瀬産業様・台湾商社の
永裕行様・日華化学との3社で合弁会社を
設立し43年を経ています。
　当時の「日本界面活性剤工業会」会員
企業のうち、繊維加工用界面活性剤メー
カーの中では一番早い海外進出でした。

全拠点が「家族」
　海外進出時に掲げたのが「大家族主
義」という理念でした。これはもともと日本で
の経営ポリシーでもあります。社員は運命共
同体で家族同然、という意味を込めていま
す。この考えは創業者の江守清喜が築い
たもの。1948年の福井大震災と1951年の
市況の大暴落に見舞われ、倒産の危機に
直面。半数の人員削減を強いられ、社長の
近親者から順に断腸の思いでリストラせざ
るを得なかったのです。そんな苦しみは二
度と味わいたくないとの決意から、「大家族
主義」の考えは生まれたのです。この思想
は今日では国内外の全拠点に浸透してお

り、これこそが当社のグローバル展開の特
徴といえるでしょう。

人間力が技術力を育む
　当社が福井県から全国、世界へと発展
を遂げられた背景には「人間力」がありま
す。この人間力は、この地だからこそ育まれ
たもの。福井県人はとても真面目で勤勉、何
事にも一生懸命です。こうした社員一人ひと
りの力が合わさり、その総合力によって最大
の強みである技術力も磨かれ、今日の成長
を遂げることができたのだと思います。
　この人間力は海外拠点においても育まれ
てきました。例えば台湾日華には創立当時
からずっと勤めている社員が数多くおり、彼
らの間で育まれてきた人間力は、若い世代
の社員にも脈 と々受け継がれています。同
様に世界の各拠点でも、経験を積んだ熟練
者が民族を超え若い世代を教育し、人間
力は国境を越えてますます向上、精神を共
有した精鋭部隊が育っています。

アジアに注力、繊維No.1へ
　日華化学が今後力を入れていきたいの
は、世界一の経済圏となるであろうアジアで
す。繊維産業は、最大の生産・消費地であ
る中国から、インドネシア、タイ、ベトナム、イ
ンド、バングラデシュなどへも広がりつつあり

ます。さらに高機能化が進み、「美・技術・
機能性」といった付加価値が求められ、生
産量も拡大し、新しい技術も次 と々必要とさ
れるでしょう。当社にはこの最大市場のシェ
ア拡大をねらえる技術力と供給体制があり
ます。
　アジアの各拠点では、機能性薬剤など
高付加価値の製品を安定した品質で製造
し、現地に合わせた価格で販売できる体制
を整えてきました。また研究開発機能も充実
させ、拠点ごとでお客様の問題解決を提
案する力もつけてきました。現在日華化学グ
ループ全社員の20％強が研究開発員であ
り、市場で求められる新技術を世界に先駆
けて生み出し、得意分野をより強固に推進
しております。
　「繊維市場で世界No.1」という私の夢
が、ぐっと近づいてきました。今は絶好の機
会なのです。優れた後継者、次代を担える
世界の優秀な社員が、この夢を叶えてくれ
ることでしょう。

　どんな激動の中でも、大家族主義を貫き
技術を磨き続けること。これこそが基本にし
て究極の、当社の原動力だと確信していま
す。今後とも変わらぬご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

1968 ● 台湾日華化学を設立
1971 ● 三慶日華化学（現・ニッカコリア）を設立
1974 ● サイアムテキスタイルケミカル（現・STCニッカ）を設立

 ● インドネシアニッカケミカルズを設立
1988 ● ニッカU.S.A.を設立

 ● 香港日華化学を設立
1993 ● 広州日華化学を設立
1995 ● 杭州日華化学（現・浙江日華化学）を設立
2002 ● 日華化学技術諮詢（現・日華化学研発（上海））を設立
2004 ● ニッカベトナムを設立
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スキャルプエイジングケア  “Biove”

デミ コスメティクスから、スキャルプエイジングケアの新シリーズ「Biove（ビオーブ）」が発売されました。
「薬動学※」と呼ばれる先進科学の成果を取り入れ、６年に及ぶ開発期間を経て完成したBiove。その
最大の特徴は「細胞」および「遺伝子」レベルでその機能性が確認された植物成分、薬用有効成分が
配合されていること。効果的な頭皮・育毛ケア商品として熱い注目を集めています。
※薬動学／服用した薬の吸収、分布、代謝、排泄を総合的に研究し、適正な用法・用量を決定する学問。

星薬科大学と共同研究スタート
近年、女性のスキャルプ（頭皮）＆ヘアケア市場
が賑わいを見せています。「ボリューム・コシがな
くなった」「抜け毛が多くなった」「髪が細くなっ
た」といった悩みが40歳代を境に急増。育毛・
スキャルプケアへのニーズは、30～50歳代女
性を中心に年々拡大しています。その一方でヘ
アサロンに「ヘッドスパ」などのサービスがありま
すが、それは「リラックス」を目的としたものがほと
んどで、女性が抱く髪や頭皮の悩みに応えるサ
ロンメニュー（薄毛・脱毛改善、頭皮の保湿等）
はまだ多くはないといった状況でした。そこでこう
したニーズを捉える商品開発に取り組むことにな
りました。開発コンセプトは、女性の髪の悩みに
確実に応える「実効性」。こうして2004年、星
薬科大学との共同研究体制で、これまでにない
新タイプの「スキャルプ・エイジングケア」Biove
（ビオーブ）開発プロジェクトはスタートしました。

植物抽出成分を用いる
開発にあたってデミ コスメティクスがこだわった
のが、植物由来の成分を用いるということでした。
その理由のひとつは、人体の安全性への配慮。
ほかにも自然由来の材料はさまざまな微量成分
を含んでおり、それらが複合的に作用すればより
効果的な結果が得られると考えたからです。

細胞・遺伝子レベルで研究開発
プロジェクトチームが採用したのが、新しい効果
測定方法でした。従来は、効果のあると思われ
る成分を人間や動物に塗布し、その結果を観察
する方法が主たるものでした。しかしこの方法で
はどの成分が人体の何に作用し、どのような効
果をもたらしているのかを詳細に把握できず、個
体によって効果も著しく異なってきます。これに
対してプロジェクトチームは「細胞・遺伝子レベ
ル」で成分の機能性を計測評価する方法を採
用。育毛を左右するとされる「毛乳頭細胞」や、
皮膚の健康の源である「線維芽細胞」に成分を
投与し変化を観察することで、その機能性を評
価するというものでした。
つまり、より根源的な部分で機能性を検証すると
いうアプローチで、研究が進められたのです。

7種類の植物成分を最適に配合
プロジェクトチームは、まず100種類の植物エキ
スを候補としてピックアップ。実験を繰り返しなが
ら一つひとつその機能性を確認しました。これと
並行して、どの機能性成分をどんな比率で組み
合わせれば最も効率的に作用するかの研究も
進めていきました。
そして実に6年に及ぶ歳月が経った2010年、
ようやく7種類の成分（右表参照）とそのベスト
な組み合わせの解明にたどり着いたのです。

６アイテムを商品化、寄せられる喜びの声
この基礎研究の成果を6アイテムとして商品化。
試作品を用いて数カ月にわたる臨床試験を実施
したところ、育毛、ハリ・コシ向上、頭皮環境の
改善などで有意な成果を得ることに成功。本年
9月より発売に踏みきりました。
サロンワークでの使用および商品効果を高める
マッサージ法の指導やアドバイスを伴った店内
限定販売で市場展開しています。発売から2カ
月経過した現在、サロンの評価も高く、お客さま
からは「髪が太くなってきた」「ボリュームがアップ
した」といった声が数多く寄せられています。

生物学的アプローチを今後の商品開発に
Bioveの開発を通じてデミ コスメティクスは、会
社の歴史に新たな1ページを書き加えました。そ
れはこれまでの“化学的アプローチ”とは異なる
“生物学的アプローチ”という新たな手法を手に
入れたことです。細胞・遺伝子レベルでの様々
な技術と知見は、今後の商品開発の強力な武
器になることは間違いありません。

この記事はデミ コスメティクスのホームページでもご覧いただけます。 www.demi.nicca.co.jp

デミ コスメティクス 化粧品研究部
商品開発グループ
藤井 義宣

開発最前線
トレンドの中の日華化学

ハウスホールド

クリーニング

コスメティクス

デミ コスメティクス

アパレル・インテリア

繊維加工

「美しく豊かな髪をいつまでも」という想いを実現するスキャルプ＆ヘアケア

7種類の機能性植物成分を配合
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スペシャリティケミカル

機能性化学 紙・パルプ金属加工

ビオーブ

■7種類の機能性植物成分

１. コレウスホルスコリ根エキス
２. センキュウエキス
３. アンズ種子エキス
４. カワラヨモギエキス
５. シャクヤク根エキス
６. クララエキス
７. ウメ果汁

■3つのアプローチ

スキャルプ
マッサージ

薬用
有効成分

機能性
植物成分

●髪が細い
●分け目が気になる

●ボリュームがなくなった
●コシがなくなった
●抜け毛

髪に関する悩み（３０～５０歳女性）

スキャルプ
エイジングケア

基礎研究グループ
髙﨑 文香

■頭皮と毛根のイメージ図

毛乳頭
（細胞）

血管

皮下組織

線維芽細胞

真皮

表皮

TOPICS 〈トピックス〉

台湾の国務大臣らが来福し当社を見学

台湾との共同開発をさらに推し進める 
１１月８日、台湾の行政院政務委員（国務大臣）尹啓銘（イン・チーミン）
様ら政府関係者および繊維関係者の訪日団３７名が来福し、福井県庁等
を訪問するとともに、県内企業視察の一環として当社も見学されました。
来社に先立ち、福井市内のホテルで行われた記者会見には、当社社
長江守も同席しました。
会見で尹様は、台湾と中国、日本の経済関係の現状や、日本にとっての台湾企業と

の連携強化の重要性について述べられ、当社は台湾の公的研究機関・台湾紡織産
業綜合研究所（ＴＴＲＩ）と「フィルムの高機能化」に関する共同研究、環境に貢献する
｢水系ウレタン樹脂｣の応用研究を行っていくことを発表しました。
翌９日には、神戸市で開催された「日台産業連携架け橋説明会」において、それに
向けた包括的な覚書を締結しました。

お知らせ

2011国際軌道交通展(中国・上海)に出展

環境にやさしい新幹線車輌洗浄剤を紹介 
8月23～25日、上海で開催された「2011国際軌道交通展」に当社自動車資材事業部と浙江日華化
学の共同で出展しました。国際軌道交通展は、中国の鉄道の車輌生産、メンテナンス、それに関わる副資
材等のメーカー・販売店が総勢約300社出展する大規模な展示会で、洗浄剤の販売促進とブランドの向
上を目的に、汚れが落ちやすく環境にやさしい新幹線車輌洗浄剤を紹介しました。

北陸技術交流テクノフェア2011に出展

新技術、特許技術を紹介し、体験コーナーも 
10月20～21日、福井県産業会館で開催された｢北陸技術交流テクノフェア
2011｣に出展しました。“これからもみんなの暮らしや地球をもっと輝かせたい"を
テーマに、新技術の紹介や体験コーナーを設けた当社のブースは、大勢の見学
者で賑わいました。
化学品事業からは、高齢の方やお子様でも安心して使える手にやさしい手指
消毒剤を紹介するとともに、手洗い訓練コーナーを設け、手指衛生による感染症
予防の重要性を伝えました。そのほかにも繊維加工用マイクロカプセルの特許技
術、また化粧品事業からは、新スキャルプ＆ヘアケアシリーズ「ビオーブ」（本誌8
ページで紹介）を展示し、その場でスキャルプマッサージを体験していただきました。

8月22日に名古屋支店を下記住所に移転、業務を開始いたしました。
　
【新住所】
〒４６１-０００１　愛知県名古屋市東区泉１丁目２１-２７　泉ファーストスクエア8階
ＴＥＬ：０５２-９７１-８７３１（代表）　

名古屋支店が移転

記者会見でお話しされる尹行政院政務委員（前列左から2人目）

当社での説明会

当社自動車資材事業部と浙江日華化学の共同ブース

スキャルプマッサージ体験

当社ブース

久屋大通駅

栄 駅

高岳駅

パナソニック

東急ハンズ

トヨタホーム

サンクス

NHK

東海テレビ

レクサス
桜通り

錦通り

1番出口

歩道橋

NICCA CHEMICAL
名古屋支店
泉ファーストスクエア 8F

左から①スキャルプシャンプー（2種類）、②スキャルプトリートメント、
③ヘアトリートメント、④ナリシング、⑤オイルクレンジング（サロン用）



財務の状況

連結貸借対照表

連結財務諸表

（単位：百万円）

連結損益計算書

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期純利益
法人税等
少数株主利益
四半期純利益

科　目
当第2四半期

（2011年4月1日～
　　2011年9月30日）

前第2四半期
（2010年4月1日～
　　2010年9月30日）

増減

（単位：百万円）

科　目 当第2四半期
（2011年9月30日現在）

前期
（2011年3月31日現在） 増減

（単位：百万円） 貸借対照表

（資産の部）
流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　商品及び製品
　　仕掛品
　　原材料及び貯蔵品
　　その他
　　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物（純額）
　　機械装置及び運搬具（純額）
　　土　地
　　その他（純額）
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計

10,033
648
5,166
1,805
328
871
1,213
△0

16,988
10,078
3,684
1,536
4,598
258
442
6,467
27,022

10,284
788
5,319
1,532
270
871
1,501
△0

17,329
10,384
3,785
1,697
4,618
283
485
6,460
27,613

△250

△341
△306

△42
7

△591

科　目 当第2四半期
（2011年9月30日現在）

前期
（2011年3月31日現在） 増減

（単位：百万円）

損益計算書

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期純利益
法人税等
四半期純利益

10,934
7,368
3,566
3,369
196
75
153
119
ー
91
28
8
19

11,645
7,786
3,858
3,534
323
185
218
290
0
65
225
52
173

△710
△417
△292
△165
△127
△109
△65
△171
△0
25

△197
△43
△154

科　目
当第2四半期

（2011年4月1日～
　　2011年9月30日）

前第2四半期
（2010年4月1日～
　　2010年9月30日）

増減

（単位：百万円）

9,927
2,921
5,562
ー

370
1,072
7,757
4,821
2,164
771

17,685

9,277
60

9,337
27,022

10,857
3,097
5,977
12
400
1,370
7,340
4,372
2,205
762

18,197

9,345
70

9,415
27,613

科　目 当第2四半期
（2011年9月30日現在）

前期
（2011年3月31日現在） 増減

（単位：百万円）

△930

417

△512

△68
△9
△78
△591

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の期末残高

区　分
当第2四半期

（2011年4月1日～
　　2011年9月30日）

前第2四半期
（2010年4月1日～
　　2010年9月30日）

増減

（単位：百万円）

連結対象会社
山田製薬株式会社
コスメラボ株式会社
イーラル株式会社
日華化学研発（上海）有限公司

持分法適用会社
ローディア日華株式会社ニッカ U.S.A., INC.

ニッカ KOREA CO., LTD.
PT.インドネシアニッカケミカルズ
浙江日華化学有限公司

台湾日華化学工業股　有限公司
STC ニッカ CO., LTD.
ニッカ VIETNAM CO., LTD.
DEMI (BEIJING) INTERNATIONAL TRADING CO.,LTD.

香港日華化学有限公司
広州日華化学有限公司

●財務指標 ■連結 ■単体

個別財務諸表

株式の状況 （2011年9月30日現在）

（年）

出来高
（千株）
400

300

200

100

200

300

400

500

600

700

株価
（円）

0

出来高

終値

2009
4 5 6 7 8 9 （月）

高値
安値

2010 2011
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 910 11 12

株価の推移
その他0.7%

所有者別分布状況

（負債の部）
流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　未払法人税等
　　賞与引当金
　　その他
固定負債
　　長期借入金
　　退職給付引当金
　　その他
負債合計
（純資産の部）
株主資本
評価・換算差額等
純資産合計
負債純資産合計

発行済株式総数 
17,710,000 株

個人・その他
46.9%

金融機関
6.1%

その他国内法人
46.3%

売上高（連結）

※在外子会社等の収益及び費用は、従来、在外子会社等の決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりました
が、第1四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算しております。

経常利益（連結）
円高の進行や東日本大震災による影響、鹿島工場稼動に伴う
固定費増加等により、前年同期比10.8％減の5億8千4百万円と
なりました。

四半期純利益（連結）
東日本大震災による損失計上等により、前年同期比5.8％減の
3億5百万円となりました。

化学品事業は、国内において東日本大震災の影響が残るもの
の、中国や韓国において繊維加工用機能薬剤が好調に推移し
ました。化粧品事業は、ヘアケアの新製品投入や「イーラ
ル」ブランドの積極的な展開を行いました。この結果、前年
同期比1.8％減の154億9千3百万円となりました。

売上高の推移 （単位：百万円） 経常利益の推移 （単位：百万円） 四半期純利益の推移 （単位：百万円）

, , , , , ,

株主資本四半期利益率（ROE）の推移 総資本経常利益率（ROA）の推移1株当たり四半期純利益の推移

,

9 10

16,674
3,123
7,102
2,782
369
2,499
846
△48

16,904
14,316
5,280
2,123
6,165
747
543
2,043
33,578

15,974
2,965
7,000
2,327
325
2,425
976
△47

16,821
14,274
5,373
2,240
6,165
494
569
1,977
32,795

700

82
42

△26
66
783

15,493
10,508
4,984
4,375
609
184
209
584
0
93
492
101
85
305

15,773
10,505
5,268
4,537
730
200
276
655
4

106
553
122
106
324

△279
3

△283
△161
△121
△15
△66
△70
△3
△13
△61
△21
△21
△18

683
△949
458
2,996

189
△836
357
3,100

494
△112
101
△103

12,901
3,484
7,437
79
394
1,507
8,599
5,423
2,252
923

21,501

12,359
△2,150
1,867
12,077
33,578

13,257
3,462
7,550
75
430
1,738
7,803
4,705
2,290
807

21,061

12,142
△2,199
1,790
11,733
32,795

△356

795

439

217
49
76
343
783

科　目 当第2四半期
（2011年9月30日現在）

前期
（2011年3月31日現在） 増減

（負債の部）
流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　未払法人税等
　　賞与引当金
　　その他
固定負債
　　長期借入金
　　退職給付引当金
　　その他
負債合計
（純資産の部）
株主資本
その他包括利益累計額
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

（資産の部）
流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　商品及び製品
　　仕掛品
　　原材料及び貯蔵品
　　その他
　　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物（純額）
　　機械装置及び運搬具（純額）
　　土　地
　　その他（純額）
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計

10,457
14,193第96期

第2四半期

11,645
15,773第97期

第2四半期

10,934
15,493第98期

第2四半期

615
115

第96期
第2四半期

655
290

第97期
第2四半期

584
119

第98期
第2四半期

第96期
第2四半期

第97期
第2四半期

第96期
第2四半期

6.8％
1.4％

第97期
第2四半期

6.3％
3.7％

第96期
第2四半期

4.0％
0.9％

第97期
第2四半期

4.0％
2.1％

第96期
第2四半期

22円16銭
3円53銭

第97期
第2四半期

18円41銭
9円85銭

第98期
第2四半期

6.1％
0.4％

第98期
第2四半期

3.5％
1.7％

第98期
第2四半期

17円35銭
1円10銭

390
62

324
173

第98期
第2四半期

305
19
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創立70周年を迎えて
500億円企業に向けてさらに加速

第98期第2四半期  営業のご報告
2011年4月1日～2011年9月30日

Nicca Challenge 2011

●本社・総合研究所・デミ毛髪科学研究所・化粧品製造所／〒910-8670 福井市文京4丁目23-1　TEL（0776）24-0213（代）
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会社概要 （2011年9月30日現在）
日華化学株式会社

福井県福井市文京4丁目23-1

1941年9月15日

2,898,545,000円

1,141名（連結）  556名（個別）

商 号
本社所在地
創 立
資 本 金
従 業 員 数

事 業 年 度
定時株主総会
基 準 日
株主名簿管理人
郵便物送付先

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月下旬　

定時株主総会・期末配当　 毎年3月31日／中間配当　毎年9月30日

東京都港区芝3丁目33-1　中央三井信託銀行株式会社

〒168-0063 東京都杉並区和泉2丁目8-4　中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
（電話照会先）電話　0120-78-2031（フリーダイヤル）
取次事務は中央三井信託銀行株式会社の本店および全国各支店ならびに日本証
券代行株式会社の本店および全国各支店で行っております。

 ・ 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設さ
れました株主様は、特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。
 ・ 未払配当金の支払について
　株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ

NICCAの社会貢献
前年同期比24.7％の使用電力量を削減し節電に貢献
夏場の電力供給不足の懸念に前もって対応できるよう、7～9
月の期間、国内工場および本社、支店において、さまざまな電
力削減の取り組みを実施しました。
東京電力管内に所在する鹿島・関東工場、北陸電力管内に
所在する鯖江工場では、高負荷電力設備のピーク時稼動を
避け、土曜稼動等などで電力削減に貢献しました。また全社
でスーパークールビズを導入し、エアコン温度の２８℃設定を
徹底しました。

本社では、就業時間を１時間早めるサマータイム制を導入し、
朝夕のエアコンを控えました。サマータイム制の導入は福井県
内企業では珍しく、開始日の早朝から報道関係者が集まり、社
員へのインタビューをはじめ、研究所、本社ビル、化粧品オフィ
ス等数カ所で、初日の様子が報道されました。
これらの取り組みの結果、全社7～9月の使用電力量累計は、
目標の前年同期比15％削減に対し、24.7％削減し節電に
貢献しました。

新製品のご案内

「健康」に暮らせる環境づくりを支援 
感染リスクから身を守り、人々が快適・安全に、健康的に暮らせる
ような環境づくりを支援する「メディカル事業」をスタートしました。
さまざまな感染症を予防するには、手指の洗浄で手についた細
菌・ウイルスを洗い流し、殺菌消毒することで、感染経路を遮断す
るのが重要です。その第一歩として8月、
手にやさしい手指消毒剤「エコルセ」を発
売しました。介護の現場から届いた声を反
映し、4種類の保湿剤を配合。手肌を守り
ながら素早く消毒します。

デミ コスメティクス「HITOYONI（ヒトヨニ）」手肌にやさしい手指消毒剤「エコルセ」
一日を通して美髪へと導くスタイリングシリーズ 
デミ コスメティクスより、一日を通して美髪へと導くスタイリングシリー
ズ「HITOYONI（ヒトヨニ）」を10月に新発売しました。HITOYONI
（ヒトヨニ）は、「"日（昼）"も"夜"も一日中心地よく自分らしくありたい」
という女性たちの想いと、人・環境への思いやりから生まれました。
配合成分はフェイシャル化粧品の成分のみ、容器は使い心地がよ
く手に負担をかけないデザインにしました。
また当社として初めてカーボンオフセットにも取り組んだ商品で、地
球温暖化防止に貢献。売上の一部を、カーボンフリーコンサルティ
ング㈱を通して、東日
本大震災の被災地
のがれき処理などを行
う震災復興支援プロ
ジェクトに寄付します。

※デミ コスメティクスの商品はすべて美容室専売品です。※「エコルセ」は代理店を通じて販売しています。
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○開発最前線 スキャルプエイジングケアBiove（ビオーブ）
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創立70周年を迎えて
500億円企業に向けてさらに加速

第98期  営業のご報告
2011年4月1日～2011年9月30日

Nicca Challenge 2011

❷
❶

❸ ❹ ❺

❼
❻

❶日華化学本社
❷ニッカコリア社長（右）・副社長（左）
❸Bioveフォルスナリシング
❹ニッカコリア40周年記念日本旅行
❺手指消毒剤の実験
❻Bioveプロジェクトチーム
❼デミ コスメティクス研究風景

表紙解説




